
工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名
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設
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者

(A1) S=1:20

(A3) S=1:40

国頭村字安田　地内

令和８年度

環境省沖縄奄美自然環境事務所

表 紙

図 面 名 称

案内図　配置図

特記仕様書－１

飼育・繁殖棟（Ａ棟）　　立面図　断面図

飼育・繁殖棟（Ｂ棟）　　立面図　断面図

飼育・繁殖棟　 　屋 根 伏 せ 図

管  理  棟  屋 根 伏 せ 図

管  理  棟　  立面図　断面図

表 紙

図　面　番　号

NO- ０

NO- ０

NO- １

NO- ２

NO- ３

NO- ４

NO- ５

NO- ６

NO- ７

飼育・繁殖施設屋根改修工事

令和８年度

環境省沖縄奄美自然環境事務所

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事

NO- ８

特記仕様書－２
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国頭村字安田　地内

令和８年度

環境省沖縄奄美自然環境事務所

配　置　図
(A1) S=1:200

(A3) S=1:400
案内図　配置図

NO- １

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事



・鉄筋組立作業

１．共通仕様

本工事で作成する施工図等のうち、下記のものを監督職員に提出する。

２．特記仕様

　工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．工　　期　 　着　　工　令和 　年　　月　　日

　完成期限　　　令和　　８年　11月　30日　

概成工期　　 　年　　月　　日

・ 無・ 有

　完成期限　　 　年　　月　　日

　（対象部分　 　）

５．敷地面積

６．建物概要

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て官庁営繕関係統一基準の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

特　記　仕　様　書　（建（ 　築　編 ）

4
（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用す

による。

を用意すること。

2

仮
設
工
事

3 （3.2.3）（表3.2.1）

（3.2.5）

土
工
事

3

１．埋戻し及び盛土

２．建設発生土の処理 ※構外搬出適切処理

（３）受注者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（1.3.3 ）・適用する４．電気保安技術者

（1.1.4 ）※適用する 　・　３．工事実績情報の登録

５．施工条件 次の事項以外は現場説明書による。 （1.3.5）

・工事用車両の駐車場所 ※図示　・

・資機材置場 ※図示　・

・建設発生土仮置場 ※図示　・

２．図面

・建築工事標準詳細図 　　国　土　交　通　省　大 臣官房官庁営繕部監修１．適用基準等
1

一
般
共
通
事
項

章 項　　目 特　　記　　事　　項

年度、工事名等を記入）、監督職員に提出する。　なお、費用については受注者の負担とする。

（４）特記事項に記載の（別図－　，　）は、標準仕様書の「別図　各部配筋」の当該項目を示す。

（５） 

　 示す。

また、「特定調達品目」の調達の実績（設備及び公共工事）について、当該年度の調達実績集計表（物品・役務及び公共

（６）標準仕様書で「特記がなければ，」以降具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、それ

　 らが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守（1.1.13）の規程を優先する。

工事）を環境省ホームページからダウンロードし、Excelファイルで作成し、提出する。

・工事期間・時間 ※図示　・

・施工工程 　　　　　※図示　・

1

一
般
共
通
事
項

　本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　総合施工計画書作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかにデータ入力を

行う。また同システムにより、工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利　用促進計画

書を、工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

６．工事の一時中止 基本計画書の作成

１） 契約書第20

工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を

受けるものとする。

なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入

材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に

関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

２） 工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

７．発生材の処理等

・特別管理産業廃棄物 （・廃石綿　・PCB 含有物　・ 　）

・発注者に引渡しを要するもの（※金属類　・ 　）

・現場において再利用するもの（ 　） （1.3.8 ）

（1.3.8 ）

（1.3.8 ）

（1.3.8 ）・特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用

する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

る建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及

び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するも

のとする。

また、分別解体、再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設

の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類

再資源化等をする施設

所　　在　　地

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処分

種　 　類 所　　在　　地再資源化

※する ・しない

処分施設の名称

※する ・しない

※する ・しない

※する ・しない

・コンクリート

・アスファルト・コンクリート

・

・木材

・コンクリート及び鉄から成る建設資材

分別解体等の方法

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

手作業、機械作業併用（範囲）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）・外装材の取り壊し

・その他（ 　）

・基礎ぐいの取り壊し

・上部構造部分の取り壊し

・基礎の取り壊し

・屋根ふき材の取り外し

・内装材等の取り外し

・建築設備の取り外し

作　業　内　容

分別解体等の方法

工　程

・解体工事

　※

　※

手作業

　※

・その他（ 　）

・上部構造部分の工事

・基礎ぐいの工事

・外装の工事

・屋根の工事

・建築設備工事

・内装等の工事

・増築工事

・新営工事 ・造成等の工事

・基礎の工事

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

・（※図示　・ 　）

（1.4.1 ～3)

化学物質を放散させる建築材料等 （1.4.1)

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

のとし、次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板､ 木質系フローリング､ 構造用パネル､ 集成材､ 単板積層材､MDF､ パーティクルボード､ そ

放散が極めて少ないものとする。

ものとする。

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド､ アセトアルデヒド､ トルエン､ キシレン､ エチルベンゼン

４）塗料はホルムアルデヒド､ トルエン､ キシレン､ エチルベンゼンを放散しないか､ 放散が極めて

５）1 ）､3 ）及び4 ）の建築材料等を使用して作られた家具､ 書架､ 実験台その他の什器等は､ ホル

ムアルデヒドを放散しないか､ 放散が極めて少ないものとする｡

の他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを放散しないか、

２）保温材､ 緩衝材､ 断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか､ 放散が極めて少ない

を放散しないか､ 放散が極めて少ないものとする｡

少ないものとする｡

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しな

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しな

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しな

d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

MS Gothic;② 建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

MS Gothic;① JIS及びJASのF☆☆☆規格品

MS Gothic;③ 旧JISのEo規格品

MS Gothic;④ 旧JASのFco規格品

第三種

い塗料等使用

い塗料使用

い材料使用

MS Gothic;② 建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

MS Gothic;③ 下記表示のあるJAS規格品

MS Gothic;① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品規制対象外

ホルムアルデヒドの放散量

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

該当する建築材料

b. 接着剤等不使用

３）接着剤はフタル酸ジ-n- ブチルおよびフタル酸ジ-2- エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

（1.5.2 ）

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

仮設工事 とび ・とび作業

型枠施工

ｺﾝｸﾘｰﾄ 圧送施工

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

コンクリート工事

鉄骨工事 鉄工

とび

防水工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ､ALCﾊﾟﾈﾙ

､ 押出成形ｾﾒﾝﾄ 板工事

ブロック建築

ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ 施工

防水施工

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ 系塗膜防水工事作業 ・合成ｺﾞﾑ 系ｼｰﾄ 防水工事作業

・構造物鉄工作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄ 圧送工事作業

・とび作業

・コンクリートブロック工事作業

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ 工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ 防水工事作業 ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ 系塗膜防水工事作業

タイル工事

石工事

屋根及びとい工事

木工事

・塩化ﾋﾞﾆﾙ 系ｼｰﾄ 防水工事作業 ・ｾﾒﾝﾄ 系防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ 工法防水工事作業

・FRP 防水工事作業

石材施工 ・石張り作業

タイル張り ・タイル張り作業

建築大工 ・大工工事作業

金属工事

建築板金 ・内外装板金作業

スレート施工 ・スレート工事作業

左官工事

建具工事

内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業

建築板金 ・内外装板金作業

左官 ・左官作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工　 ・ガラス工事作業

自動ドア施工 ・自動ドア施工作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 工事 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 施工 ・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 工事作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工　 ・ガラス工事作業

内装工事

塗装 ・建築塗装作業

内装仕上施工

塗装工事

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 系床仕上げ工事作業　・ｶｰﾍﾟｯﾄ 系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

表装 ・壁装作業

排水工事 配管 ・建築配管作業

植栽工事

舗装工事 路面表示施工 ・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ 工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ 工事作業

造園 ・造園工事作業

１．外来種侵入防止対策
工事車両、重機及び資材については、現場搬入前に土砂、植物種子その他の付着物を除去すること。
工事に使用する資材及び仮設材については、生物の付着がないことを確認のうえ搬入すること。
現場内で外来種と思われる動植物を確認した場合は、速やかに監督職員へ報告し、指示を受けること。

２．騒音対策
飼育個体への影響を抑制するため低騒音型機械の使用に努めることとし、作業開始前及び終了後の不要な試
運転、空ぶかしを禁止する。
飼育個体への影響が懸念される場合は、監督職員の指示により作業時間、作業方法等を変更すること。

（1.7 ）

※完成図 CAD データ　提出部数：１部

A3印刷A4ファイル綴じ　提出部数：２部

※施工計画書

※保全に関する資料

※施工図

※完成写真

A4 ファイル綴じ　提出部数：１部

データ　提出部数：１部

A4ファイル綴じ　提出部数：１部

データ　提出部数：１部

CAD データ　提出部数：１部

A3印刷A4ファイル綴じ　提出部数：１部

A4ファイル綴じ　提出部数：１部

データ　提出部数：１部

建築工事等

　１）鉄筋配筋図（納まり図含む）　　一式 ２）コンクリート躯体図 　一式

　３）鉄骨製作図　　　　　　　　　　一式 ４）カーテンウォール製作図 　一式

電気設備工事及び機械設備工事（昇降機設備含む）

１）機械製作図　　　　　　　　　　一式 ２）制御システム図 　一式

３）試験成績書　　　　　　　　　　一式 ４）機器・配管固定の施工図 　一式

ただし、製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

一
般
共
通
事
項

1

・カラー半切木製パネル

分類、規格

・カラー四切木製パネル

・モノクローム

・カラー

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

・

・

・

・

撮影箇所数 提出部数

外観正面（ ・1 ・　）

次のものを監督職員に提出する。

※キャビネ版

※キャビネ版 ※2 　・6

※5 　・

※100 ×125 以上

※100 ×125 以上

※2 　・

※2 　・

・電子データ 外部（　）内部（　） ※2 　・ ※200 万画素以上

※300dpi 以上

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

撮影業者は建築完成写真の撮影実績があるものとする。電子データは、RGP （フルカ

ラー）、JPEG 形式最高画質とし、CD-R にて提出する。

ＲＣ造梁の貫通部

補強及びスリーブ

補強

スリーブ

開口部及び

貫通部

補強

スリーブ

型 枠

ＲＣ造床及び壁の貫通部

Ｓ、ＳＲＣ造梁の貫通部

機械設備電気設備建　　築取り合い区分

○

○

○ ○

○

○ ○

○

○補強

切り込み

補強軽量鉄骨下地天井

及び壁の開口部

穴埋め補修

墨出し

機器の基礎 屋内設置

屋上設置

屋外設置

特記した基礎

外部取付ガラリ（ﾀﾞｸﾄ 、ﾁｬﾝﾊﾞ- の接続用ﾌﾗﾝｼﾞ を含む）

換気扇の取付枠

床下水槽のマンホール蓋

湯沸室の排気フード

床、天井点検口

駆動装置が電動の建具類の２次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付個所の切込み及び補強

デッキプレートの貫通部

補強を要しない切込み

補強を要する切込み

架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

オイルサービスタンクの防油提

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを除く)

(架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを除く)

○

○

○ ○

○

○

○

○流し台　（排水トラップ共）

○

○

○

○

８．材料の品質等

９．環境への配慮

10 ．特別な材料の工法

11 ．技能士

12 ．生態系への配慮

13 ．完成時の提出図書

16 ．完成写真 

17 ．設備工事との取り合い

種別 ・A 種　※B 種　・C 種　・D 種　・建設汚泥から再生した処理土　Ｇ

構外に搬出し、関係法令に従い適切に処理する

なお、処理にあたっては、「建設発生土情報交換システム」を活用する。

建設発生土の搬出

受入場所　：

仮置場所　：

受入条件　 ・土質試験

搬出調書を監督職員に提出する

・構内指定場所にたい積

・敷鉄板

・交通整理員

D種の場合は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験

実施要領（案）」により、六価クロム溶出試験を行う。

地
業
工
事

４．足場その他

２の(2) 手すり設置方式又は(3) 手すり先行専用足場方式により行うこと。

によるほか、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

（2.2.4 ）

・設けない

（規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等のの種類及び数量は、現場説明書による。）

※設ける （2.3.1 ）１．監督職員事務所

２．工　事　用　水 構内既存設備　※利用できる（※有償　・無償）・利用できない

３．工　事　用　電　力 構内既存設備　※利用できる（※有償　・無償）・利用できない

　（4.3.2 ）寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

杭継手工法　 ※アーク溶接 ・無溶接継手

試験杭

本　杭

（4.3.7 ）

（4.3.6 ）

（4.3.2 ）

施工方法

※特定埋込杭工法

（MS Gothic;㎜ ）

杭径

及び種類

杭長（m ） 継手数 セット数 備考ｺﾝｸﾘｰﾄ

強度(N/mm2)

長期設計
支持力
(KN/ 本)

上杭

上杭

下杭

下杭

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法α=250を採用できる工法

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用できる工法

・プレボーリング拡大根固め工法

工法

α=( 　　　) 、β=( 　　　) 、γ=( 　　　)

（4.3.3 ～5 ）

地業
種類

・遠心力高強度プレストレスコンクリート杭（PHC 杭）

・プレストレス鉄筋コンクリート杭（PRC 杭）

　（4.3.2 ）１．既製コンクリート杭

先端部形状　 ※開放形 ・半開放形 ・閉そく形 　・ 

杭頭の処理　 ・処理しない ・処理する

・中堀り拡大根固め工法

杭周固定液　 ・使用する ・使用しない

・打込み工法

４．地盤の載荷試験

試験深さ（m ）　　・設計GL より（　　）m 　　・ 

試験位置（ヶ所）　・図示　　・ 

試験の方法は「敷地調査共通仕様書」4 章9 節による。

試験対象土質　　（　 　）

最大荷重（t ）  　（　　　　　　）

（4.2.4 ）

杭打機の種類

※３点支持式クローラークレーン

・　

２．場所打ち

2 2

2

2

・3N/mm （構造体強度補正値(S) ＝3N/mm ）

・行わない（構造体強度補正値(S) ＝0N/mm ）

2

（4.5.4 ）(4.5.5)

(4.2.1) （4.5.4 ）(4.5.5)

(4.2.2) （4.5.4 ）(4.5.5)

コンクリートの設計基準強度 （ ）N/MS Gothic;㎜ （4.5.3 ）

（6.3.2 ）（4.5.3 ）

・行う

・（ 　）

・オールケーシング工法（孔内の水張　※行う ・行わない）

・リバース工法

・アースドリル工法 　（安定液　※使用する　・使用しない）

掘削工法

　断面寸法　※本杭と同じ　・ 

杭の種類　 ※本杭と同じ 　・ 

杭の本数　 ※最初の１本 　・ 

・行わない

・行う（測定方法　・超音波測定器　・ 　）

孔壁測定

杭の寸法　　長さ　（　 　）m

試験杭

　（4.5.3 ）構造体コンクリート強度と供試体の強度の差を考慮した割り増し

セメントの種別 ※高炉セメントB 種　Ｇ 　・ コンクリート杭地業

（4.5.3 ）（表4.5.1 ）コンクリートの種別　・A 種 ・B 種

鉄筋の種類の記号　　「5-1 鉄筋の種類」による

３．杭の載荷試験 （4.2.3 ）

試験の方法、報告書の記載事項等は「敷地調査共通仕様書」による。

載荷試験　　・鉛直載荷試験　　・水平載荷試験

・

６．床下防湿層

５．砂利地業 （4.6.2 ）※再生クラッシャラン　Ｇ ・切込み砂利及び切込み砕石

（4.6.5 ）

※建物内土間床版及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

施工箇所

なお、やむをえず判断基準に満たないものを使用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。

グリーン購入法に基づく、環境物品等の調達の推進に関する基本方針［以下「基本方針」という。］（環境省ホームペー

ジに掲載（毎年２月改正））において位置づけられた、「特定調達品目」に該当する材料及び建設機械等は、原則として

基本方針に定める判断基準を満足するものを使用することとする。

調査要領により、Excel ファイルで作成し、提出する。

（７）「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」に基づき、国立公園等施設への木材利用量について、木材利用

3

・型枠施工作業

1)

2)

3)

4)

5)

・屋根瓦　、モルタル

・照明機器

・空調機器

・蛍光灯、電球

外部（　）内部（各室２）4

・構内指定場所に敷き均し

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC 杭）

（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」

　足場を設ける場合、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２５年版２．２．４（ｂ）

金城ブロック

　C 種の場合（建設発生土受入量（　127.8 　　　　）m 　発生場所　 　）

（８）当該施設において、同時期に以下の工事が行われるため、仮設等工事内容については調整を行うこと。

「平成２４年度（繰越）漫湖水鳥・湿地センター展示改修整備工事」

（９）当該施設は工事中も供用を行うため、利用者への安全対策については、監督員と協議を行う。

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能
を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使
用する場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と
する。

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての
事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価さ
れたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されて
いるものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。
①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　設　　計 　製　　図 管理建築士

特記仕様書－１

　図面番号

　縮　　尺

　図面名称

　工事年度

　所　在　地

　登録番号

　資格者氏名

　名　 　称
設

計

者

　検　　印

国頭村字安田　地内

令和８ 年度
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

NO- ２

7,146.06　㎡

6)

構　　造： 鉄筋コンクリート 造

階　　数：

用　　途：

工事種目： 改修工事

平屋建

ヤンバルクイナ飼育・繁殖施設

m2 m2 

管理棟 飼育・繁殖Ａ棟 飼育・繁殖Ｂ棟

232.01 106.26

187.92 320.95 152.46

165.54

建築面積：

延 面 積： m2 m2 m2 

m2 

る。なお、電気設備工事の工事仕様書は（　／ 　）図、機械設備工事の工事仕様書は（　／ 　）図による。

（１）項目は、番号に  印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、 ・印の付いたものを適用する。

・印と※ 印の付いた場合は、共に適用する。

・営繕工事写真撮影要領　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・（参考図書）建築改修工事監理指針　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・建築物解体工事共通仕様書・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・自然公園等工事提出書類様式集　環境省自然環境局自然環境整備課

12年5月31日 法第104号。以下「建設リサイクル法」という。)施行令又は都道府県が条例で定め

工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

　建築工事仕様

印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目をＧ 

設計図縮小版〔・　　・ 判
　・　

部　・　〕を製本し（表紙、及び背表紙には、

条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ飼育・繁殖施設屋根改修工事

国頭村字安田　地内

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ

データによる提出図書はCD-RまたはDVD-Rにより提出すること。

達哉 関戸
楕円



Ｘ－１の脱気装置　・設ける

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

地表面粗度区分　（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

　建築基準法に基づき定められた区分等　　基準風速　Vo=(　 　)m/s

（9.5.3）

・ＡＳ－1

出荷時の含水率

寸法の許容差

10％以下

厚さ：－5％～＋10％　　幅：±1％

高さ1.0mから弱点部におもりを落としたとき、裏面に達する穴が

上記試験ｻｲｸﾙ後、著しい割れや剥離がなく、外観上異常がないこと

おもり重量

残留変形量

吸水による長さ変化率(％)

最大変形量

耐衝撃性

耐凍結融解性能

吸水率（％）

防火性能

剛性

1000g

あかないこと。

500g

不燃

0.07以下

20以下

0.07以下

不燃

20以下

剛性　E × I

加圧時4／100以下

500g

1／100以下

0.01以下

表面材は不燃

1以下

80000N･cm 以上

断熱材

5

6

7

8

9

径（㎜）種類の記号

（5.2.2）

継　手　方　法部　　位

網目の形状,寸法

径（mm）

鉄　線　の　径

鉄筋の種類
（5.2.1）（表5.2.1）

※SD295A

※SD345

・

・

柱・梁の主筋

その他

（5.3.5）※標準仕様書表5.3.6によるかぶり厚さは目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

施　工　箇　所　等

・A形 ・B形 （各部配筋1.1）（各部配筋 図1.1）

（各部配筋2.2）（各部配筋 図2.2）

※行う ・行わない

（各部配筋7.1）・H形 ・MH形 ・M形

・A種 ・B種 ・C種

※超音波探傷試験 ・引張試験 （5.4.9）

適用範囲スランプ設計基準強度Ｆｃ（N／㎜ ）

軽量コンクリートの設計基準強度

スランプ 適用範囲

普通コンクリートの設計基準強度

※Ⅰ類　 ・Ⅱ類 （6.1.5）（表6.1.1）

（6.3.3）

設計基準強度Ｆｃ（N／㎜ ）

※適用する　・適用しない

ボルトのゲージ、ピッチ、へりあき等

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

・JIS形高力ボルト

ボルトのゲージ、ピッチ、へりあき等

（7.2.6）

超音波探傷試験　※行う　・行わない （7.6.11）

　・

　・ 　・

　・

工場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

工事現場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

放射線試験　 ※行わない　・行う

・

種別 （7.9.2）

・耐火材吹付け（・乾式工法　・半乾式工法　・半湿式工法　・湿式工法）

・耐火板張り工法

所要性能

構造区分 適　用　箇　所

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

※図示

適用箇所

・図示

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・

適用箇所：

（7.12.3）（表14.2.2）

（8.2.2）

※空洞ブロック-16

・型 枠状ブロック-20

・

各部の配筋 （8.2.5）

・空洞ブロック-16

（8.3.2）(表8.3.1)

・120　・150

・1180・1960・外壁パネル

・床パネル ・2350・3530

・屋根パネル

・ 1 0 0

・ 1 0 0

・A種・B種・C種

・B種・C種・D種・E種

床パネルの耐火性能　※（　　）時間　・無し （8.4.2）

・

・ 1 0 0

・ 1 0 0

・2990・3490

・1980・2480

・1780・1980

各部の配筋 （8.3.3）

種　別

・Ａ－1

・Ａ－2

　 ※窯業系パネルⅡ類

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養

　生したもの。

あたりの

凍結融解

完了時曲げﾓｰﾒﾝﾄ

曲 げ 強 さ

試験ｻｲｸﾙ数

　金属複合板　：金属板と樹脂を積層一体化させたもの。

標準時

分類・規格

寸法（mm）

ｽﾊﾟﾝ50cm、

単位幅1cm

　乾式保護材

300 200

・金属複合板

300

※3.0以上

・

※2.5以上

・

上層用

・

下層用

※露出単層防水用Ｒ種・ＡＳ－2

※露出複層防水用Ｒ種

・

・

※非露出複層防水用Ｒ種

・

防水層の種別

防水層の種別

絶縁用シート

※窯業系パネルⅠ類

・Ｓ－Ｆ1

・Ｓ－Ｍ3

・Ｓ－Ｍ2

・Ｓ－Ｆ2

・Ｓ－Ｍ1

・Ｙ－1

・Ｙ－2

・Ｘ－2

・Ｘ－1

※アルミニウム製　Ｌ－30×15×2.0程度

押さえ金物の材質、形状寸法 （9.2.2）

・

（9.2.4）

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

厚さ0.15㎜以上

・

・ＡⅠ－2

・Ｂ－1

・Ｂー2

・ＡⅠ－1

・ＢⅠ－1

・ＢⅠ－2

※押出ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

3種bｽｷﾝ層付

厚さ　※25

・

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

70g/㎡程度

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ （9.2.5）

排水溝　・設ける（図示） （9.2.5）

・Ｄ－1

脱気装置　・設ける

屋根露出防水

（9.2.3）

・Ｄ－２

・Ｅ－1

屋内防水

※4.0以上

厚さ

幅

長さ

屋根保護防水

・50
　・

鉄
筋
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

鉄
骨
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

種　類 使　用　箇　所規　格

節

検査水準

厚さ（㎜） 化粧の有無

※無　・有

適用箇所 備　　考

※無　・有

※無　・有

ブロックの種類

化粧の有無

※無　・有

表(8.3.1)以外の適用箇所 備　　考

※無　・有

※無　・有

ブロックの種類 厚さ（㎜）

※空洞ブロック-08

パネルの種類 厚さ（㎜） 表面加工

・平・意匠

・平・意匠

平

立上り部の保護

・乾式保護材

・れんが押え

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

施工箇所

施工箇所種　別 種　別 施工箇所

種　別 施工箇所 施工箇所種　別

厚さ（㎜）材　 　質施工箇所種　別

仕上塗料種　別 絶縁用シート

種　別

防
水
工
事

こて仕上げ　 ※水下80㎜以上　・

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

2

2

※全て 　・ 

所要性能

単位荷重（N／㎡）

・間仕切壁パネル ・2990・

・980 ・ 

長さ（ｍ）

400N･cm以上

450N･cm以上

320N･cm以上

300N･cm以上

250N･cm以上

取付け工法

種別　 ※A種　・

ボルトの種類　※羽子板ボルト　・ 

胴の種類　 ※割枠式 　・ 

※図示 　・ 

※図示 　・ 

※JISによる　・

※JISによる　・

※JISによる　・

※ガス圧接 　・ 

※重ね継手 　・ 

※10 　・ 

・H形　　・ 

（各部配筋7.3）（各部配筋 表7.4）（各部配筋 図7.6）

※18 　・ 

・

※地下外壁防水　・

※屋内防水 　・ 

マクロ試験（エンドタブ使用） ※行わない　・行う

・ラス張りモルタル塗り

防水層下地モルタル　・適用する（施工範囲　・図示　・　 　）

床タイル張り ※水下60㎜以上　・

・Ｅ－２

（9.2.3）（9.5.3）

・ＡＢＳ樹脂

・ポリエチレン樹脂・平面部脱気型

・立上がり部脱気型

・ステンレス

・鋳鉄

・

・合成ゴム

・

・銅

・ステンレス

・塩化ビニル樹脂

（　 　）個／ ㎡

（　 　）個／ ㎡

　下記以外は、標準仕様書表9.6.1による。

接着性試験

シーリング材の目地寸法

（9.6.5）

　左記以外

（9.6.2）（表9.6.1）

（9.6.3）

※簡易接着性試験

・引張接着性試験（部位 　）

Ｘ－１

Ｄ－１

Ｄ－２

※製造所の仕様による

・

※製造所の仕様による

・

※製造所の仕様による

・

　以外のガラス回り

脱気装置の種類防水種別

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

材　質 設置数量

コンクリート打継目地、

※20以上　・

※10以上　・

※5以上　・

※5以上　・

※10以上　・

※10以上　・

10 石材の割付け （10.1.3）

※標準仕様書10.1.3(a)による

・図示

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の加工

天然石

施工箇所 品　質 石材の種類 寸法 表面仕上げ

・１等　・２等

テラゾブロック

種石の種類

※大理石

施工箇所 形　状種石の大きさ(㎜) 表面仕上げ

※1.5～12

仕上げ面

・平もの ・片面

・役もの ・両面・花こう岩 ・

※大理石

種石の種類施工箇所

・花こう岩

種石の大きさ(㎜)

・

※1.5～12

寸法による区分 表面仕上げ

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

・行う（使用箇所　※全て　・ 　）

（10.1.3）

（10.1.5）

寸法（㎜）

・300型

・400型

石
工
事

・行う（加工程度 　）

テラゾタイル

取付け金物 （10.2.2）
※標準仕様書10.2.2(a)による

・

石裏面処理材　・適用する

裏打ち処理材　・適用する

下地ごしらえ （10.3.3）

※流し筋工法

・あと施工アンカー工法

・あと施工アンカー・横筋流し工法

目地幅（㎜）　※6以上　

シーリング材　・適用する

伸縮調整目地

一般目地

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.6.3による　・図示

下地ごしらえ

※あと施工アンカー・横筋流し工法

・あと施工アンカー工法

（10.3.3）

裏打ち処理材　・適用する

石裏面処理材　・適用する

※標準仕様書10.2.2(a)による

・

取付け金物

（10.4.2）

（10.2.2）

（10.3.2）

※SS400　M12

・

あと施工アンカーの材質及び形状　：　

（10.3.3）

シーリング材　・適用する

伸縮調整目地

・ （10.4.3）

ドレインパイプの材質
※樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

・

（10.2.3）

（10.3.2）

（10.3.3）

（10.4.2）

（10.4.3）

一般目地

あと施工アンカーの材質及び形状　：　

目地幅（㎜）　※6以上　・ 

位置　 ※6mごと　・図示

シーリング材の目地寸法 ※標準仕様書9.6.3による　・図示

１．鉄筋の種類

２．溶接金網

３．鉄筋の継手

４．鉄筋のかぶり厚さ

５．既製コンクリート杭の

杭頭補強

６．帯筋

７．最上階柱頭補強

８．梁貫通孔の補強

９．機械吊上げ用フック

10．圧接完了後の試験

表5.3.6の値に加える数値（㎜）

１．コンクリートの強度

コンクリートの種類

１．施工管理技術者

２．鋼材

３．普通ボルト

４．高力ボルト

５．ターンバックル

６．溶接部の試験

７．錆止め塗料の種別

８．耐火被覆

12．入熱、パス間温度の

溶接条件

13．溶融亜鉛めっき

１．補強コンクリート

ブロック造

２．コンクリートブロック

帳壁及び壁

３．ＡＬＣパネル

１．アスファルト防水

２．改質アスファルト

シート防水

３．合成高分子系

ルーフィングシート

防水

４．塗膜防水

５．脱気装置

６．シーリング

１．施工

２．石材

３．外壁湿式工法

４．内壁空積工法

9

防
水
工
事

２．レディーミクスト

３．セメントの種類

４．骨材

・21

・ 

・ 

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　上記の普通ポルトランドセメントは、ＪＩＳ Ｒ 5210（ポルトランドセメント）に示された

　規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ／ ｇ　以下、かつ28日目で402Ｊ／ｇ以下のものとする。

・

・トルシア形高力ボルト

・耐火巻付工法

（7.9.7）

（7.9.4）

※図示

※図示

・標仕　表8.4.4による

（8.4.3）外壁パネル　出隅入隅部の目地幅（㎜）　※図示 

アスファルトの種類　※3種

　箇　所

　幅　(mm)

　深さ(mm)

　標準仕様書16.13.3

位置　※標準仕様書11.1.3による　・図示

（7.10.3）（表7.10.1）

種別 （7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

※A種　・B種

構造用　※図示　・ 

９．アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

10．柱底均しモルタルの

工法

11．鉄骨製作工場 （7.1.3）

建方用　・A種　・B種　・C種

※建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた(株)

日本鉄骨評価センター及び（株）全国鉄骨評価機構（旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作

工場の性能評価基準」に定める 「（・S ・H ・M ・R）グレード」として国土交通大臣から認可

を受けた工場又は同等以上の 能力のある工場

・監督職員の承諾する工場（標準仕様書　7.1.1以外の運用範囲に限る）

※標準仕様書　18.3.2 表18.3.1のA種 （7.8.3)(18.3.2）

Ｇ

断熱材は原則としグリーン購入法における特定調達品目を使用すること。

（9.2.3）保護層　 ・設ける（図示）

厚さ（㎜）

※1.2　・

※2.0　・

※1.5　・

※1.5　・

※1.2　・

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ ・

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ ・

・ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

施工箇所

施工箇所 備　　考

Ｙ－2の保護層　・設ける(モルタル押え）

アンカーの材質及び径

（7.9.5～6)

（8.4.2～6）（表8.4.2～4）

（9.3.2～3）

（9.5.3）（表9.5.1～2）

（10.2.1）（表10.2.1～2)

（5.3.4）(5.5.2)

(6.1.3)（6.1.4）(6.2.3)(表6.2.1)

(6.1.3)（6.1.4）(6.2.3)(表6.2.1)

（6.3.2）（6.13.2）（表6.3.1）

(7.1.3)（7.1.4）(7.6.2) (7.12.2)

（7.2.2）(7.3.2)

（7.3.2）

（9.2.2～3）(9.2.5)（表9.2.3～6）

（9.2.3）（表9.2.7）

（9.2.3）（表9.2.8）

（9.4.2～3）(表9.4.1)

・ ・　　・ 

・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ 　使用部位（　 　）

・高炉セメントＢ種 Ｇ 　使用部位（　 　）　

アルカリシリカ反応性による区分

※A ・B

（6.3.5）（6.4.8）５．混和材料 ※混和剤

ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（JIS A 6204）

・混和材

フライアッシュ Ｇ 　（JIS A 6201）

６．軽量コンクリート （6.11.1）（表6.11.1）種　別

・１種　使用部位（ 　）　 ・２種　使用部位

適用箇所

・図示による（ 　）　　・　

７．無筋コンクリート 適用箇所 （6.14.1）

・標準仕様書　6.14.1(d)による箇所

・標準仕様書　6.14.1(d)以外の箇所

・図示による

設計基準強度

2・18（N／㎜ ） 　・　

（6.14.3）

スランプ

・15㎝ ・18㎝

（6.14.3）

部材の位置及び断面寸法の許容差 （6.2.5）（表6.2.2）

※表6.2.2による

・ （適用箇所 　）

（6.2.5）（表6.2.4）仕上りの平たんさ

※表6.2.4による

・ （適用箇所 　）

種　別

・ A種

・ B種

・ C種

８．コンクリートの仕上り

（6.2.5）（表6.2.3）

施　　工　　箇　　所

合成せき板を用いるコンクリート９．打放し仕上げの種別

10．打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る） （6.9.2）

・20㎜ 　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

・10㎜ ・20㎜ 　・　

11.型枠 せき板の材料及び厚さ （6.9.3）

・合板（・12㎜ ・ ）

・

断熱材の兼用

・行わない ・行う

（6.9.3）

MCR工法用シート （6.9.3）

・用いる

打増し厚さ ・20㎜ 　・　

打増し範囲

・図示による（ 　）　　・　

・用いない

スリーブの材質 （6.9.3）（表6.9.1）

・標準仕様書　6.9.3(i)(2)及び標準仕様書　表6.9.1による 　・　 ・Ｔ　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　・Ｄ－Ｒ

・Ｆ　・Ｆ－Ｒ

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

・Ｆ　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　・Ｔ－Ｒ

表面形状パネルの種類 厚さ(㎜) 幅(㎜)

４．押出成形セメント板

（ＥＣＰ）

・有　・無

ﾛｯｸｳｰﾙ充填 パネルの取付け工法

・有　・無

・有　・無

・B種　・C種

・A種　・B種

（8.5.2～4）（表8.5.1～2）

外壁パネルの工法 （8.5.3）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する

建築基準法に基づき定められた区分等　　基準風速　Vo=(　 　)m/s

地表面粗度区分　（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

パネル相互の目地幅（㎜）　※長辺 8以上、短辺 15以上　　・　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅　※15　　・　

（8.5.3～4）

（8.5.3～4）

550N･cm以上

　設　　計 　製　　図 管理建築士

　発注機関

　工事場所

　工事名称

　図面番号

　縮　　尺

　図面名称

　工事年度

　所　在　地

　登録番号

　資格者氏名

　名　 　称
設

計

者
　検　　印

　摘　　要

国頭村字安田　地内

令和８年度
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

屋　根 仕上塗装：遮熱塗料（カラー：ホワイト）

NO- ３

特記仕様書－２

　ひび割れ誘発目地

※第６水準 　・ 

（7.2.1）（表7.2.1）

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ

※　塗膜防水の新設前に施行箇所の高圧洗浄処理を行うこと。



上部金網

10
,0

00

Ｙ 0

Ｙ 1

Ｙ

Ｙ
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4

Ｙ 5

16,600

Ｘ Ｘ2 3 Ｘ 7

2Ｙ
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,0

00

Ｘ 0

16,600

Ｘ 1 Ｘ 4 Ｘ 5 Ｘ Ｘ6 8Ｘ Ｘ2 3 Ｘ 7

1,800 600

1,
80

0
60

0

1,800 600

3,000 5,300 8,300

3,
8
00

1,
70

0
4
,5

00

支線用基礎（200□×200H）－ ３ヶ所

ＴＶアンテナ用基礎（900□×500H）

工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名

登 録 番 号

所 在 地

名 称

設

計

者

国頭村字安田　地内

令和８年度

屋根伏せ図

900 7,000

9
00登り桟橋 L=2H

屋外育雛ゲージ

3,860

9
00

外部一本足場（安全手摺）

外部一本足場

（安全手摺）

120 200

1
50

1
20

19,400

1
2,

80
0

1
1,

20
0

1,705

1,
60

0

17,695

2
50

12
0

1
0,

11
0

1
20

2
00

200
120

18,360
120

200

2
5
0

12
0

1
1,

71
0

12
0

2
00

200 120 1,505 100 16,755 120 200

通路

350 350

25
0

1
,7

00

25
0

2,
20

0

壁
面

：
1,

89
0

壁面：5,990

5,800

6,500

5,500

管理棟

(A1) S=1: 50

(A3) S=1:100

飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

(単管）

屋根面：養生シート（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

仕上げ表

遮熱塗料　剥ぎ取り

下地処理（高圧洗浄）

厚さ３mm　超速硬化ウレタン塗膜防水吹付け

（密着工法　Ｘー２工法）

＋遮熱仕上げ（フッ素系）

施工範囲 屋根面全面・樋内面（３面）及び塔屋壁面及び屋根面

改修場所：管理棟　屋　根

ｺﾝｸﾘ-ﾄ金ｺﾃ押ｴ 　勾配:8/100現　　況

改　　修

NO- ４

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ



工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名

登 録 番 号

所 在 地

名 称

設

計

者

(A1) S=1:20

(A3) S=1:40

国頭村字安田　地内

令和８年度

0Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ2 Ｘ 3 5 6 7 8

0ＸＸＸＸＸ 5678 Ｘ1

Ｙ0Ｙ5

FIX

FIX

Ｙ 0 Ｙ 5

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

管理棟南側　立面図 管理棟西側　立面図

管理棟東側　立面図管理棟北側　立面図

湯茶室更衣室

▼ GL

3
,5

0
0

▼1
,1

5
0

▼ SL2

SL1

4
,6

5
0

消毒場 3
,5

0
0

12
0

0Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ5 6 7 8Ｘ 1

ｴﾝﾄﾗﾝｽ通路
レントゲン室

2
,
40

0

▼ GL
▼ FL

2,
8
00

2
00

▼ SL1

▼ SL2

1
,1

5
0

3
,
5
00

4
,6

5
0

屋外育雛ゲージ診療室

Ｙ 0 Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ1 3 4 5

人工孵化．育雛室

7
0
0

1
5
0

1
0
0

2,
8
0
0

7
00

4,
2
60

250

2
0
0

1
95

3
,0

0
0

30
0

1
2
0

250

6,325

5,000 7
0
0

1,700

屋根防水施工範囲

屋根防水

壁部分防水

庇部分防水

屋根防水施工範囲 屋根防水施工範囲

庇部分防水

250 120 120 200 250 120 120 200

2,500 7,000 2,300 2,100 2,700 6001,800 1,800 3,800 1,700 3,000 1,500 600

16,600 10,000

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200管理棟　　断面図管理棟　　断面図

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

屋根防水施工範囲

屋外育雛ゲージ 屋根面：養生シート

3
,5

0
0

90
0

（つま先板）設置
養生シートH=900

（つま先板）設置
養生シートH=900

（つま先板）設置
養生シートH=900

（つま先板）設置
養生シートH=900

管理棟　　立面図　断面図

NO- ５



3,850

飼育繁殖　Ａ棟

Ｘ0 Ｘ2Ｘ1
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1
,8

0
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Ｙ
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500500

1
,
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3
,
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0 5,
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0
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0
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5
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9
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5
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5

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

1,000

5
,
35

0

工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名

登 録 番 号

所 在 地

名 称

設

計

者

国頭村字安田　地内

令和８年度

屋根伏せ図

(42,620)

(
7
,2

7
0)

(7,970)

（　）寸法は、現況遮熱塗装部分を示す。

1
,
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,9

5
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50

飼育繁殖室

外部一本足場（安全手摺）
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進入防止柵（単管手摺）

進入防止柵（単管手摺）

渡り廊下屋根部：

転落防止柵（単管手摺）

飼育繁殖室

飼育繁殖室

飼育繁殖室

進入防止柵（単管手摺）

進入防止柵（単管手摺）
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9
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3
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68
3
,
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8

外部一本足場
（安全手摺）

外部一本足場
（安全手摺）

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
屋 根 伏 せ

仕上げ表

　現　　況

　改　　修

ｺﾝｸﾘ-ﾄ金ｺﾃ押ｴ　遮熱塗料　勾配:8/100

4,450

1
,1

81
1,

18
1

屋根：ｺﾝｸﾘ-ﾄ金ｺﾃ押ｴ　遮熱塗料（既設）勾配:8/100

2
,8

34
3,
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5

1,
20

4
1
,2

04

2503,560
290

290

1,200×700

1
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2
0

1
,
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8
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(2
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2
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(2
,
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0)

(
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5
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(3
,6

45
)

(
3,
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5)

(3
,6

35
)

遮熱塗料　剥ぎ取り

下地処理（高圧洗浄）

4,150

2
,
03

0

4,140

2
,
00

0

樋L=43.600

8,000 43,850

厚さ３mm　超速硬化ウレタン塗膜防水吹付け

（密着工法　Ｘー２工法）

＋遮熱仕上げ（フッ素系）

飼育・繁殖棟

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

900

7,000

90
0 登り桟橋 L=2H

(単管）

7,
00

0

900

登り桟橋

L=2H
(単管）

屋根面：養生シート（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

屋根面：養生シート（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

屋根面：養生シート（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

屋根面：養生シート（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

施工範囲 屋根面全面・樋内面（３面）及び塔屋壁面及び屋根面

改修場所：飼育・繁殖棟（Ａ棟、Ｂ棟）　屋　根

令和７年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

NO- ６
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X 5X X XXX 43210

工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名

登 録 番 号

所 在 地

名 称

設

計

者

国頭村字安田　地内

令和　8 年度

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

12,500

4,300 1,050 1,800 1,050 4,300

Ｘ0 Ｘ2Ｘ1 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

50,350

8,000 42,350
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50,350

8,00042,350

3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850 3,850

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
Ａ棟南側　立面図

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

Ａ棟西側　立面図

Ａ棟北側　立面図
Ｂ棟西側　立面図

Ｘ0 Ｘ2Ｘ1 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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8,000 42,350
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(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
Ａ棟　断面図

Ａ棟　断面図

飼育繁殖室

屋根面：養生シート
（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

令和7年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

飼育・繁殖棟（Ａ棟）

立面図　 　断面図

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
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NO- ７
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4,300 3,900 4,300

工事名称

工事場所

発注機関

摘 要

検 印

管理建築士 設 計 製 図

工事年度

図面名称

縮 尺

図面番号

資格者氏名

登 録 番 号

所 在 地

名 称

設

計

者

国頭村字安田　地内

令和 ８ 年度

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

12,500

4,300 1,050 1,800 1,050 4,300

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200
Ｂ棟西側　立面図

Ｂ棟東側　立面図

Ｂ棟南側　立面図

Ｂ棟北側　立面図

Ｂ棟　　断面図 Ｂ棟　　断面図

外部一本足場（安全手摺）

飼育繁殖室

屋根面：養生シート
（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）（3,860×1,400）

令和7年度（繰越）ヤンバルクイナ
飼育・繁殖施設屋根改修工事

環境省沖縄奄美自然環境事務所

立面図　 　断面図

(A1) S=1:100

(A3) S=1:200

飼育・繁殖棟（Ｂ棟）
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